






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































527    増獣

何
程

ハ
手
余
地
二
可
相
成
訳
巨
細
申
上
候
様
可
仕
候
得
共
、
此
度

地
所
望
之
も
の
御
絶
被
成
下
候
様
ヲ
以
精
々
御
尋
御
座
候
得
共
、

今
般
中
水
除
ケ
御
普
請
被
成
下
候
上
は
組
合
村
々
申
合
入
百
姓
引

入
、
年
々
向
違
二
不
相
成
様
急
度
植
付
仕
用
水
掛
引
草
取
等

二
至

迄
珈
等
閑
之
儀
無
之
様

一
同
出
精
い
た
し
候
積
り
組
合
村
々
申
合

候
間
、
入
百
姓
御
絶
之
儀

ハ
難
有
奉
存
候
得
共
、
前
書
之
通
村
々

相
互
二
申
合
候
儀
二
付
別
段
御
願
候
筋
無
御
座
候
、

右
之
通
少
も
相
違
無
御
座
候
、
若
植
付
時
節

二
至
り
人
数
不
足
等

二
而
差
支
御
願
申
立
候

ハ
ヽ
御
咎
メ
可
被
　
仰
付
候
、
依
之
村
々

連
印
証
文
差
上
申
処
働
而
如
件
、

寛
政
四
子
年
人
月

御

並
日
請

役

綱

見
村

伴

ｒ

聯

赫

御
勘
定
役
訥

水藤

浅
兵
次

螂
麟

岡猿結
田島城
村郡郡郡

百 組 名々
姓
代 頭 主

飯
沼
新
田
附
村
々
当
寅
御
取
箇
控

米
百
三
拾
石
九
斗
六
升
八
合

一
永
壱
貫
七
百
拾
五
文
　
　
　
　
　
　
　
　
恩

名

村

新

田

米
百
拾
四
石
四
斗
四
升
壱
合

一
永
三
貫
百
七
拾
五
文
五
分

米
三
拾
七
石
八
斗
五
合

一
永
四
貫
六
百
六
拾
文
人
分

米
九
石
七
斗
五
升
四
合

一
永
五
貫
三
百
三
拾
壱
文
三
分

米
弐
拾
壱
石
九
斗
弐
升
六
合

米
拾
石
六
斗
九
升
壱
合

一
永
三
貫
弐
拾
七
文
弐
分

米
弐
拾
三
石
三
斗
五
升
五
合

一
永
弐
貫
六
百
五
拾
四
文
三
分

米
拾
三
石
七
斗
七
升
九
合

一
永
九
貫
五
百
六
拾
三
文
六
分

米
三
斗
八
升
五
合

一
永
拾
九
貫
七
百
弐
拾
弐
文
九
分

平

塚

村

新

田

声
ケ
谷
村
新
田

三
太
夫
請

孫

兵

衛

新

田

百

姓

請

栗
山
村

新

田

馬

場

村

新

田

鴻
野
山
村
新
田

古
間
木
村
新
田



米
弐
拾
八
石
八
斗

永
弐
貫
九
百
拾
弐
文
六
分

米
七
石
四
斗
九
升
八
合

永
三
拾
五
貫
百
四
拾
六
文
七
分

米
七
拾
五
石
三
斗
壱
升
六
合

永
三
貫
六
百
三
拾
六
文
九
分

米
三
拾
九
石
七
斗
八
升
六
合

永
拾
貫
九
百
三
拾
四
文
五
分

米
弐
拾
壱
石
壱
斗
九
升
三
合

永
七
貫
三
百
六
拾
九
文
五
分

米
三
拾
九
石
九
斗
九
升
九
合

永
八
貫
六
百
三
拾
九
文
六
分

米
六
拾
七
石
九
斗
六
合

永
八
貫
四
百
三
拾
五
文
七
分

米
百
拾
八
石
九
斗
弐
升
八
合

永
三
貫
六
百
七
拾
三
文

米
九
拾
七
石
八
斗
八
升
七
合

永
八
貫
百
八
拾
六
文
四
分

伊
左
衛
門
新
田

大
生
郷
村
新
田

五
郎
兵
衛
新
田

横
曾
根
村
新
田

笹

塚

新

田

庄
右
衛
門
新
田

前
沼
新
田
共
大

口

村

新

田

前
沼
新
田
共

猫
実

村

新

田

華

田
村

新

田

米
百
七
拾
壱
石
八
斗
三
升
五
合

永
六
貫
拾
三
文
壱
分

外
永
弐
貫
四
百
三
拾
六
文

米
七
拾
八
石
八
斗
壱
升
四
合

永
六
貫
百
弐
拾
文
三
分

米
拾
九
石
九
斗
六
升
九
合

永
壱
貫
弐
百
拾
文
三
分

米
四
拾
八
石
壱
斗
五
升

永
弐
貫
弐
百
七
拾
文
壱
分

米
六
拾
八
石
九
斗
弐
升
八
合

永
三
拾
貫
五
百
八
拾
三
文
八
分

米
八
石
弐
斗
四
升
八
合

永
壱
貫
五
百
五
拾
文

米
拾
七
石
八
斗
七
升
八
合

永
壱
貫
百
拾
九
文
六
分

米
拾
石
五
斗
四
升
五
合

永
壱
貫
弐
百
九
拾
五
文
七
分

勘

助

新

田

御
林
跡
分
沓
掛
村
与
五
兵
衛
納

馬

立
村

新

田

弓

田
村

新

田

御
林
跡
共
　
　
　
　
　
上
組

沓

掛

村

新

田

同
断

同

　
新

　

田

勘
右
衛
門
組

同
′」ヽ

平新

太
組田

大
署浜
寓新組田

同

村

下
新

組田
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米
七
拾
四
石
壱
升
八
合

一
永
九
貫
七
百
六
拾
三
文
四
分

　

御
林
跡
共

生

子
村

新

田

一
癬
脚
謝
庫
』
コ
制
【
嘲
〔
合

　

同
断
　
　
　
井
村

新

田

米
六
拾
五
石
五
斗
五
升
七
合

一
永
六
貫
七
百
八
拾
九
文
人
分
　
　
同
断
　
　
山

村

新

田

米
百
拾
石
七
斗
七
合

一
永
四
貫
八
百
八
拾
九
文
四
分
　
　
同
断
　
　
東
山
田
村
新
田

一
米
四
拾
七
石
三
斗
七
升
一云
口
　
　
　
　
　
仁
連

町
新

田

永
弐
貫
五
百
弐
拾
弐
文
五
分
　
　
同
断

米
六
拾
石
五
斗
三
升

一
永
四
拾
四
貫
八
百
六
拾
九
文
壱
分
　
渡
呂
暉
、
〓
左
衛
門
新
田

米
四
拾
七
石
六
斗
三
升
六
合

一
米
壱
貫
七
百
七
拾
六
文
人
分
　
　
　
　
　
　
平

八

新

田

外
永
壱
貫
六
百
拾
八
文
壱
分
　
沓
掛
村
久
右
衛
門
納
御
林
跡
分

米
弐
百
拾
六
石
四
斗
壱
升
九
合

一
永
五
貫
四
拾
文
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
山
村
新
田

米
四
拾
四
石
三
斗
壱
升
九
合

一
永
四
貫
百
六
拾
六
文
四
分

米
千
九
百
九
拾
六
石
六
斗
壱
升

〈ロ永
弐
百
八
拾
三
貫
拾
九
文
九
分

但
御
林
跡
井
前
沼
新
田
共
入

右
之
通
上
納
被
　
仰
付
候
、

延
享
三
寅
年
十
二
月

左

平

太

新

田

（秋
葉
栄
子
家
文
書
）





解

説

下
総
国
飯
沼
新
田
の
開
発
に
携
っ
た
古
村
は
、
旧
岡
田

・
猿
島

。
結
城
の
三
郡
に
属
す
る
い
わ
ゆ
る

「
飯
沼
廻
り
二
四
ヵ
村
」
で
あ
り
、

開
発
の
結
果
、
新
た
に
三

一
の
新
田
が
成
立
し
た
。
二
四
の
古
村
を
表

一
に
、
三

一
の
新
田
を
表
二
に
掲
げ
る
。

こ
の
よ
う
に
飯
沼
新
田
に
関
係
す
る
村
の
数
が
多
く
、
か
つ
地
域
的
に
も
か
な
り
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
た
め
か
、
飯
沼
新
田
に
関

す
る
研
究
は
、
先
人
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
蔵
国
見
沼
新
田

・
同
武
蔵
野
新
田

・
越
後
国
紫
雲
寺
潟
新
田
な
ど
の
他
の
同
時
期
新

田
の
研
究
と
較
べ
て
や
や
立
ち
遅
れ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
基
礎
史
料
の
調
査
す
ら
ま
だ
十
分
に
は
行
な
わ
れ
て
い

な
い
、
と
い
う
の
が
現
状
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
か
ん
が
み
て
、
私
た
ち
は
一
方
で
飯
沼
新
田
開
発
研
究
の
基
本
史
料
と
も
い
う
べ
き

「
飯
湖
新
発
記
」
全
巻
の
整

理

・
刊
行
を
企
て
、
昨
年
度
こ
れ
を
学
習
院
大
学
史
料
館
叢
書
第

一
。
二
巻
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
方
、
こ
れ
と
並
行
し

て
能
う
か
ぎ
り
の
関
係
史
料
調
査
に
努
め
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
あ
る
程
度
の
史
料
を
調
査

。
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ

ら
の
う
ち
で
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
史
料
を
選
択
し
て
逐
次
刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
第

一
冊
に
当
る
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
先
に

刊
行
し
た
大
石
慎
二
郎
校
訂

『
飯
湖
新
発
記
』
①

・
０
と
本
書
と
に
よ
っ
て
飯
沼
新
田
研
究
が
さ
ら
に
深
化
さ
れ
る
も
の
と
、
私
た
ち
は

信
じ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
私
た
ち
の
調
査
に
も
い
ま
だ
不
十
分
な
点
が
あ
る
し
、
ま
た
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
当
然
本
書
に
収
録
す
べ

く
し
て
収
録
を
見
合
せ
た
史
料
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
続
巻
で
補

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
本
書
は
、
村

・
土
地

・
戸
口
・
普
請
と
い
う
四
つ
の
項
目
を
た
て
、
八
家
の
家
蔵
史
料
を
収
録
し
た
。
本
書
の
編
集
に
あ
た
っ
て



表 1 飯沼廻り24村

派別く
! 分割予定

面積 (3)
享保 7年 8月 時の支配

532

(『飯湖新発記』 (上)よ り作成)

奥津能登守知行所 。井上吉之丞知行所・

竹本甚八郎知行所

松平九郎左衛門代官所 。森川下総守知行

所

小長谷二左衛門知行所・榊原権右衛門知

行所

石谷十蔵知行所

石谷十蔵知行所

松平九郎左衛門代官所

松平九郎左衛門代官所 。窪田勘右衛門知

行所 。松平彦太夫知行所 。山田太郎右衛

門知行所

松平九郎左衛門代官所 。倉橋内匠知行所

竹本甚八郎知行所 。井上吉之丞知行所

鳥居丹波守領分

鳥居丹波守領分

鳥居丹波守領分

久世隠岐守領分

久世隠岐守領分

久世隠岐守領分

久世隠岐守領分

松平九郎左衛門代官所

松平九郎左衛門代官所

松平九郎左衛Fl代官所

松平九郎左衛門代官所

松平九郎左衛門代官所

結城

猿島

古堀願

1194 920

713.162

889.582

832.032

689.922

615.456

1416.016

919.620

540 720

618.983

616.023

465807

366 056

8863 15

8863.15

5477 20

7731 20

6683.00

11874.15

11127 10

11974.06

8892.28

9256 00

11278.10

1020700

9641.17

15684.28

11935.15

9070.20

13013 20

10848.10

8509.00

7762 00

6515 25

横 曾 根 村

横曾根新田

大 生 郷 村

古 間 木 村

鴻 野 山 村

馬 場 村

栗 山 村
尾 崎 村
崎 房 村

芦 ケ谷 村

平 塚 村

恩 名 村
仁 連 町

東 山 田 村

逆 井 村
山   村
沓 掛 村
弓 田 村
馬 立 村
幸 田 村
神 田 山 村

猫 実 村

大 口 村
生 子 村

古堀願

新堀願

1343 882

809.384

1067 025

512 720

512.192

63 300

362 088

223.429

911 780

812 614

15134 00

11109.(
(取上
15101115

200

(1)飯沼新田開発願いは宝永3年から行なわれているが,新堀願い派と古堀願い派に分かれていた 神田山
村と猫実村は「新田願不得心」として,宝永3年時点てはいずれにもカロわらなかったが,後に新堀願い派

にカロわった.

(2)生子村は枝郷釜口が飯沼地先であることから,享保8年 3月 に新田願いにカロわった この時から飯沼廻

O鮎難itti翌諄θ各:fをま:=講啓葡t聯籠lttl‡
・

田望無Jい旨を表明 したため横曾根新田分は取上地 とされた このため飯沼廻 りは再び 23村 とな る ま
た尾崎村・栗山村・馬場村・崎房村・鴻野山村・仁連町でも組頭・惣百姓は「新田望無」い旨の書付を提

出している
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私
た
ち
が
、
飯
沼
新
田
開
発
研
究
は
た
ん
に
開
発
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
完
結
し
な
い
、
い
い
か
え
れ
ば
開
発
以
前
と
以
後

の
状
況
を
も
正
し
く
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
全
き
意
味
で
の
飯
沼
新
田
開
発
研
究
に
は
な
ら
な
い
、
と
考
え
た
こ
と
を
ま
ず
表
明
し
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
共
通
理
解
の
も
と
で
、
村
の
項
に
は
、
各
村
の
概
況
を
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
る
村
明
細
帳

・
村
入
用
帳
類
を
収
録
し
た
。

ま
た
引
越
百
姓
（新
田
出
百
姓
）
の
存
在
形
態
や
、
農
間
渡
世
の
動
向
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
も
あ
わ
せ
て
収
録
し
た
。

土
地
の
項
に
は
、　
一
人
請
の
検
地
帳
と
村
請
の
検
地
帳
を

一
例
ず
つ
収
録
し
、
あ
わ
せ
て
御
林
跡
の
検
地
帳
お
よ
び
後
代
の
反
高
検
地

帳
を
収
録
し
た
。　
一
人
請
の
検
地
帳
＝

一
人
請
の
新
田
が
数
例
存
在
す
る
こ
と
は
、
飯
沼
新
田
開
発
を
特
質
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な

表 2 享保 12,13年飯沼新田検地高・面積

猿島 1大 口 村 新 田 402.232

537592

896.607

471.389

524.135

808.650

299.431

694.573

500.363

709.861

441.950

163.542

622.925

552 645

550.402

459 486

438.238

492.280

831 937

611.453

534.565

190.488

202.896

170845

565 631

304.507

136.297

75.705

504.133

408.219

280.813

″ 1猫 実 村 新 田

″ 1神 田山村新田
″ 1幸 田 村 新 田

″ 1馬建 (立)村新田
″ 1勘 助 新 田

″ 1弓 田 村 新 田

″ 1沓 掛 村 新 田

″ 1生 子 村 新 田

″ 1逆 井 村 新 田

″ 1東 山田村 新田
″ 1仁 連 町 新 田

″ 1山 村 新 田

″ 1長 左衛 門新田
″ 1平 人 新 田

″ 1庄 右 衛 門 新田

172634.02

4875.00

4805.03

8224.15

瑚 8.CXl

6184.09

7200.12

4029.11

13626 CЮ

5908.06

7551.09

4408.27

1688.12

659727

6342.09

4758.24

5359.06

4494.12

5365.27

8692 21

7062.21

6535.03

2827.21

2699.10

9086.14

5890 12

2818.15

4427 00

2723.21

5640.18

390706

3804.12

″ 1大 浜 新 田

結城 1恩 名 村 新 田

″ 1平 塚 村 新 田

岡田 1芦 ケ谷村新田

″ 1孫 兵 衛 新 田

″ 1栗 山 村 新 田

″ 1馬 場 村 新 田

″ 1大 生郷村新田
″ 1伊 左衛 門新田
″ 1笹 塚 新 田

″ 1古 間木村新田
″ 1鴻 野 山村新田
″ 1横 曾根村 新田
″ |五 郎兵衛 新田
″ 1左 平 太 新 田

(『飯湖新発記』(上)270～ 286頁 より作由
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お
享
保

一
二
・
一
三
年
に
お
け
る
三

一
新
田
の
検
地
高
の
集
計
は
、
「飯
湖
新
発
記
」
巻
之
六
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
飯
湖
新
発
記
』
ω
ｌ

二
七
〇
ミ
ニ
人
六
頁
）
。
ま
た

一
人
請
新
田
と
し
て
の
左
平
太
新
田

・
五
郎
兵
衛
新
田
の
検
地
帳
写
も

「飯
湖
新
発
記
」
附
録
巻
之
六

・

七
に
記
載
さ
れ
て
い
る

（『同
右
書
』
⑤
ｌ
四
六
六
―
五
四

一
頁
）
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

戸
口
の
項
に
は
、
各
村
の
人
口
・
家
族
構
成
お
よ
び
持
高
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
る
宗
門
帳
類
を
収
録
し
た
。

普
請
の
項
に
は
、
開
発
後
も
た
び
た
び
修
復
な
ど
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
開
発
後
も
し
ば
し
ば
水

害
な
ど
に
悩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
普
請
の
態
様
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
る
仕
様
帳

・
出
来
形
帳
類
を

収
録
し
た
。

以
上
が
本
書
の
構
成
の
概
略
で
あ
る
。
続
巻
を
予
定
し
て
い
る
た
め
に
本
書
で
は
、
右
の
四
つ
の
項
目
に
限
定
し
た
が
、
本
書
の
み
に

よ
っ
て
も
飯
沼
新
田
に
関
す
る
新
た
な
知
見
が
加
え
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
収
録
し
た
史
料
を
家
蔵
別
に
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

田
　
岡
田
郡
鴻
野
山
村
秋
葉
紋
子
家
文
書
（現
結
城
郡
石
下
町
鴻
野
山
）

天
保

一
四
年
　
当
村
方
始
末
書
上
帳
下
書
（村
１４
）

天
保

一
五
年
　
人
別
田
畑
取
調
帳
（戸
口
４
）

閉
　
岡
田
郡
栗
山
村
新
田
秋
葉
栄
子
家
文
書
（現
結
城
郡
石
下
町
栗
山
新
田
）

寛
政
九
年
　
　
一ホ
門
人
別
御
改
帳
（戸
ロ
ー
）

明
和
六
年
　
　
下
総
国
岡
田
郡
栗
山
村
新
田
反
高
検
地
帳
写
（土
地
４
）

安
永
二
年
　
　
村
差
出
明
細
帳
（村
６
）

天
明
五
年
　
　
去
辰
年
村
入
用
夫
銭
帳
（村
７
）
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(4)

文
政
五
年
　
　
飯
沼
新
田
議
定
（村
８
）

欠
年
　
　
　
　
（利
根
入
川
普
請
手
控
帳
Ｘ
普
請
１５
）

岡
田
郡
馬
場
村
秋
葉
節
家
文
書
（現
結
城
郡
石
下
町
馬
場
）

文
化

一
一
年
　
当
戌
宗
門
人
別
改
帳
（戸
口
２
）

岡
田
郡
崎
房
村
秋
葉
光
夫
家
文
書
（現
結
城
郡
石
下
町
崎
房
）

享
保

一
五
年
　
村
鑑
指
出
帳
（村
３
）

宝
暦
六
年
　
　
下
総
国
結
城
郡
平
塚
村
新
田
明
細
帳
（村
４
）

天
保
五
年
　
　
一ホ
門
人
別
帳
（戸
口
３
）

天
保
九
年
　
　
下
総
国
猿
島
郡
結
城
郡
岡
田
郡
沓
掛
村
崎
房
村
外
五
拾
弐
ヶ
村
組
合
諸
商
渡
世
向
取
調
書
上
帳
（村
１２
）

天
保

一
五
年
　
村
鑑
明
細
帳
（村
１５
）

安
政
二
年
　
　
総
州
崎
房
沓
掛
組
合
村
々
地
頭
姓
名
其
外
書
上
帳
（村
１６
）

安
政
五
年
　
　
議
定

一
札
之
事
（村
１７
）

明
治
七
年
　
　
一
村
限
明
細
調
帳
（村
１８
）

欠
年
　
　
　
　
史
料
稿
本
（村
１９
）

岡
田
郡
栗
山
村
新
田
岡
田
友
光
家
文
書
（現
結
城
郡
石
下
町
栗
山
新
田
）

享
保

一
三
年
　
（飯
沼
新
田
之
内
下
総
国
岡
田
郡
栗
山
村
新
田
検
地
帳
Ｘ
土
地
２
）

猿
島
郡
仁
連
町
鈴
木
篤
三
家
文
書
（現
猿
島
郡
三
和
町
仁
連
）

正
徳
二
年
　
　
明
細
帳
（村
１
）
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文
政

一
一
年
　
御
普
請
箇
所
前
々
御
仕
用
帳
書
上
帳
釜
日請
４
）

天
保
七
年
　
　
御
普
請
立
会
人
書
上
帳
釜
自
請
５
）

弘
化
二
年
　
　
当
巳
春
飯
沼
新
田
三
拾
壱
ヶ
村
組
合
御
普
請
出
来
形
帳
釜
目請
１１
）

猿
島
郡
生
子
村
根
本
馨
家
文
書
（現
猿
島
郡
猿
島
町
生
子
）

寛
保
二
年
　
　
孫
兵
衛
新
田
孫
兵
衛
寛
保
二
成
春
御
箱
訴
写
霊
日請
１
）

宝
暦

一
三
年
　
下
総
国
猿
島
郡
生
子
村
新
田
高
反
別
丼
村
中
明
細
帳
（村
５
）

猿
島
郡
長
左
衛
門
新
田
福
田
卵

一
家
文
書
（現
猿
島
郡
三
和
町
長
左
衛
門
新
田
）

享
保

一
二
年
　
下
総
国
猿
島
郡
飯
沼
長
左
衛
門
新
田
引
越
抱
百
姓
証
文
（村
２
）

享
保

一
三
年
　
飯
沼
新
田
之
内
下
総
国
猿
島
郡
長
左
衛
門
新
田
検
地
帳
（土
地
１
）

享
保

一
六
年
　
飯
沼
廻
御
林
跡
下
総
国
猿
島
郡
長
左
衛
門
新
田
検
地
帳
（土
地
３
）

安
永

一
〇
年
　
下
総
国
岡
田
猿
島
結
城
郡
飯
沼
新
田
用
悪
水
落
用
悪
水
樋
類
御
普
請
出
来
形
帳
霊
日
請
２
）

文
化
四
年
　
　
下
総
国
岡
田
猿
島
結
城
郡
飯
沼
新
田
中
悪
水
路
浚
御
普
請
出
来
形
帳
盆
日請
３
）

文
政
七
年
　
　
去
未
村
方
諸
入
用
帳
（村
９
）

文
政

一
二
年
　
田
畑
出
作
百
姓
証
文
（村
１０
）

天
保
四
年
　
　
下
総
国
飯
沼
長
左
衛
門
新
田
引
越
百
姓
連
判
証
文
（村
１１
）

天
保
八
年
　
　
御
改
正
書
物
釜
日請
６
●
７

・
８
）

天
保

一
〇
年
　
飯
沼
三
拾
壱
ヶ
村
組
合
御
普
請
自
普
請
所
書
上
帳
釜
日
請
９
）

天
保

一
〇
年
　
諸
川
村
江
口
村
尾
崎
村
高
取
調
書
上
帳
釜
日請
１０
）



天
保

一
三
年
　
村
方
議
定
連
印
帳
（村
１３
）

嘉
永
四
年
　
　
飯
沼
新
田
田
畑
高
反
別
取
調
書
上
帳
釜
日請
１２
）

嘉
永
四
年
　
　
飯
沼
新
田
樋
類
橋
々
御
普
請
自
普
請
所
発
旦
取
調
書
上
帳
釜
日請
１３
）

嘉
永
四
年
　
　
飯
沼
中
悪
水
東
西
仁
連
川
仕
来
書
上
帳
霊
日
請
１４
）

こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
一
つ
ひ
と
つ
解
説
す
る
こ
と
は
煩
雑
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
収
録
し
た
史
料
を
も
含
め
た
各
家
蔵
史
料

の
概
略
に
つ
い
て
次
に
記
す
こ
と
に
す
る
。

０
　
秋
葉
紋
子
家
文
書

秋
葉
家
は
鴻
野
山
村
の
名
主
を
代
々
勤
め
た
家
で
あ
る
。
こ
の
関
係
か
ら
同
家
に
は
鴻
野
山
村
関
係
の
古
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

古
文
書
の
総
件
数
は
三
〇
六
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
江
戸
期
の
文
書
は
約

一
〇
〇
件
で
、
残
り
の
殆
ど
は
明
治
初
年
か
ら

一
〇
年
代
初
め

に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
初
年
代
の
文
書
が
多
い
の
は
、
同
家
が
こ
の
時
期
に
区
の
扱
所
の
書
記
な
ど
を
歴
任
し
た
こ
と
に
よ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
近
世
史
料
と
し
て
は
必
ず
し
も
豊
富
と
は
い
え
な
い
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
鴻
野
山
村
の
文
書
と
し
て
は
同
家
文

書
し
か
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
な
お

『
下
総
国
岡
田
郡
鴻
野
山
村
秋
葉
家
文
書
目
録
』
を
作
成
し
た
。

②
　
秋
葉
栄
子
家
文
書

秋
葉
家
は
飯
沼
開
発
以
前
は
鴻
野
山
村
に
居
住
し
て
お
り
、
飯
沼
新
田
の
完
成
と
と
も
に
栗
山
村
新
田
に
出
百
姓
と
し
て
移
住
し
、
そ

の
後
天
明
段
階
に
い
た
っ
て
世
襲
名
主
と
な
る
家
で
あ
る
。
こ
の
関
係
か
ら
同
家
に
は
栗
山
村
新
田
関
係
の
古
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

古
文
書
の
総
件
数
は

一
四
九
二
件
で
あ
る
。
同
家
の
由
来
か
ら
し
て
、
同
家
の
古
文
書
の
初
出
は
享
保

一
四
年
で
あ
り
、
か
つ
明
治
期
以

降
の
も
の
も
殆
ど
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
約

一
五
〇
〇
件
の
文
書
の
殆
ん
ど
が
享
保
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
優
れ
た
史
料
群
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
年
貢
関
係
の
史
料
が
揃

っ
て
い
る
。
な
お

『
下
総
国
岡
田
郡
栗
山
村
新
田
秋
葉
家
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文
書
目
録
』
を
作
成
し
た
。

０
　
秋
葉
節
家
文
書

秋
葉
家
は
馬
場
村
の
名
主
を
代
々
勤
め
た
家
で
あ
り
、
馬
場
村
新
田
の
成
立
後
は
そ
の
名
主
を
も
兼
帯
し
た
家
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

こ
と
よ
り
も
、
同
家
の
御
先
祖
で
あ
る
源
治
郎
が
飯
沼
新
田
開
発
に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
果
し
た
新
田
頭
取
四
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
の
方
が
、
よ
り
特
筆
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
源
治
郎
の
時
代
の
古
文
書
は
多

く
は
現
存
し
て
い
な
い
。
古
文
書
の
総
件
数
は
七
二
四
件
で
あ
る
。
そ
の
大
半
は
文
化
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の

時
期
の
研
究
に
は
有
用
で
あ
ろ
う
。
な
お

『
下
総
国
岡
田
郡
馬
場
村
秋
葉
家
文
書
目
録
』
を
作
成
し
た
。

四
　
秋
葉
光
夫
家
文
書

秋
葉
家
は
崎
房
村
の
名
主
を
代
々
勤
め
た
家
で
あ
り
、
孫
兵
衛
新
田
を

一
人
請
し
た
家
で
も
あ
る
。
同
家
の
御
先
祖
で
あ
る
三
太
夫
も

新
田
頭
取
四
人
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
飯
沼
新
田
開
発
に
主
導
的
役
割
を
果
し
て
い
る
。
同
家
の
古
文
書
は

一
部
が
日
大
文
理
学
部
日
本

史
研
究
室
に
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
現
在
同
大
学
近
世
史
研
究
会
の
方
々
に
よ
っ
て
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
段
階
で
、
こ
れ
ま
で
に

「
秋

葉
家
文
書
史
料
目
録
Ｈ

。
日

。
日
」
が

『
史
叢
』
第
２６

ｏ
２７

・
２８
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
に
つ
い

て
は
国
学
院
大
学
の
方
々
に
よ
っ
て
整
理
が
施
さ
れ
た
由
で
あ
る
。
古
文
書
の
総
件
数
に
つ
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
質

量
と
も
に
飯
沼
新
田
屈
指
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
い
う
よ
り
日
本
で
も
有
数
の
新
田
関
係
文
書
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
な
お
同
家
文
書
の
本
書

へ
の
収
録
に
際
し
て
は
、
日
大
文
理
学
部
日
本
史
研
究
室
の
方
々
か
ら
も
種
々
御
厚
情
を
黍
な
く
し
た
。
と

り
わ
け
故
荒
居
英
次
先
生
に
は
同
家
文
書
の
閲
覧
に
つ
い
て
御
高
配
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

同
　
岡
田
友
光
家
文
書

岡
田
家
は
栗
山
村
新
田
の
村
役
人
を
勤
め
た
家
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
書
に
収
録
し
た
享
保

一
三
年
の
栗
山
村
新
田
検
地
帳
の



他
に
若
干
の
古
文
書
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
家
文
書
の
所
在
を
御
教
示
下
さ
っ
た
の
は
、
石
下
町
史
編
さ
ん
室
で
あ
る
。
記
し
て

謝
意
を
表
す
る
。

Ｕ
　
鈴
木
篤
三
家
文
書

鈴
木
家
は
仁
連
町
の
名
主
と
問
屋
を
代
々
兼
帯
し
て
勤
め
た
家
で
あ
る
。
し
か
も
同
家
の
御
先
祖
で
あ
る
善
右
衛
門
は
、
神
田
山
村
武

右
衛
門
と
と
も
に
飯
沼
新
田
開
発
に
お
い
て
、
新
田
頭
取
四
人
に
次
い
で
重
役
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
ま
た
善
右
衛
門
と
武
右
衛
門
は

飯
沼
開
発
後
、
信
州
松
本
平
新
開
を
計
画
す
る
こ
と
で
も
注
目
に
値
す
る
人
物
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
塚
本
学

「飯
沼
新
田
と
松

本
平
新
開
計
画
員
『
茨
城
県
史
研
究
』
３６
）ヽ

今
井
隆
助

「飯
沼
開
発
の
名
越

・
鈴
木
両
家
と
信
州
開
発
員
『
茨
城
県
史
研
究
』
４７
）
が
あ
る
。

古
文
書
の
総
件
数
は

一
人
九
八
件
で
あ
る
。
同
家
の
古
文
書
の
初
出
は
慶
長

一
〇
年
と
古
く
、
開
発
以
前
の
状
況
を
知
る
の
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
史
料
群
で
あ
る
。
ま
た
飯
沼
の
干
拓
に
よ
っ
て
従
来
の
商
品
流
通
路
に
変
更
が
生
じ
る
が
、
こ
れ
に
起
因
す
る
紛
争
に
つ

い
て
も
同
家
文
書
が
詳
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
飯
沼
新
田
有
数
の
史
料
で
あ
る
。
な
お

『
下
総
国
猿
島
郡
仁
連
町
鈴
木
篤
三
家
文
書
目

録
』
を
作
成
し
た
。

同
　
根
本
馨
家
文
書

根
本
家
は
生
子
村
の
組
頭
と
、
生
子
村
新
田
の
名
主
を
兼
帯
し
て
代
々
勤
め
た
家
で
あ
る
。
こ
の
関
係
か
ら
同
家
に
は
生
子
村
新
田
関

係
の
吉
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
古
文
書
の
総
件
数
は

一
〇
四
四
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
明
治
期
の
文
書
が
約

一
六
〇
件
ほ
ど
あ
り
、

残
り
の
約
九
〇
〇
件
が
享
保
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
年
貢
関
係
の
史
料
が
よ
く
揃

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生

子
村
新
田
の
成
立
か
ら
幕
末
に
い
た
る
年
貢
量
の
変
遷
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
う
る
。
な
お

『
下
総
国
猿
島
郡
生
子
村
根
本
家
文
書
目
録
』

を
作
成
し
た
。

０
　
福
田
卯

一
家
文
書



福
田
家
は
飯
沼
新
田
開
発
に
お
い
て
や
や
特
殊
な
位
置
を
占
め
る
家
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
福
田
家
の
御
先
祖
は
下
野
国
都
賀
郡
間

中
村
の
出
身
で
あ
り
、
飯
沼
新
田
の
開
発
に
際
し
、
恩
名
村
の
村
請
地
の
一
部
と
、
仁
連
町
善
右
衛
門
請
の
一
部
と
を
買
い
取

っ
て
、　
一

人
請
と
し
て
の
長
左
衛
門
新
田
を
た
て
、
そ
の
名
主
と
な
っ
た
家
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
飯
沼
廻
り
以
外
の
土
地

か
ら
や
っ
て
き
て
、
飯
沼
新
田
開
発
に
加
わ
っ
た
事
例
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
、
同
家
文
書
は
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
同
家
か
ら
は
、

江
戸
時
代
後
期
に
旗
本
の
株
を
買
い
取
っ
て
、
幕
府
の
勘
定
吟
味
役

・
代
官
な
ど
を
歴
任
し
た
福
田
八
郎
右
衛
門
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ

に
関
す
る
文
書
も
相
当
数
現
存
し
て
い
る
。
飯
沼
新
田
に
直
接
関
係
す
る
史
料
で
は
な
い
が
、
こ
れ
な
ど
も
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。

古
文
書
の
総
件
数
は
七
四

一
件
で
あ
る
。
な
お

『
下
総
国
猿
島
郡
長
左
衛
門
新
田
福
田
家
文
書
目
録
』
を
作
成
し
た
。

以
上
、
本
書
に
収
録
し
た
人
家
の
家
蔵
史
料
の
概
略
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
こ
の
間
私
た
ち
は
史
料
調
査
を
続
行
し
、
結

城
郡
平
塚
村
新
田
河
口
武
雄
家
文
書
、
岡
田
郡
栗
山
村
飯
岡
武
義
家
文
書
、
猿
島
郡
幸
田
村
篠
塚
重
雄
家
文
書
、
猿
島
郡
弓
田
村
谷
上
喜

一
郎
家
文
書
な
ど
の
整
理
を
終
え
、
ま
た
岡
田
郡
大
生
郷
村
石
塚
儀
平
家
文
書
、
岡
田
郡
古
間
木
村
稲
葉
俊
家
文
書
、
猿
島
郡
幸
田
村
新

田
高
野
実
家
文
書
、
猿
島
郡
猫
実
村
針
替
文
雄
家
文
書
な
ど
の
収
集
を
終
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
続
巻
で
紹
介
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（斎
藤
洋

一
記
）
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